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「エコマークアワード 2014 表彰式」および 2014 年度「エコマークフォーラム」開催のご案内

エコマーク ニュース
Eco Mark News

2015.2.20 No.94
エコマークは公益財団法人日本環境協会が自主的に運営

している事業です。エコマークの活動予算は、すべて認定

企業の皆様からのエ コマーク使用料ならびに商品認定申

込者の皆様からの商品認定審査料でまかなわれています。

「エ コマークニュース」 では、 「エ コマーク事業実施要領」

に基づき、エコマーク事業に関する情報を提供しています。

エコマークアワード ２０１４受賞者決定 ！

エコマークを集めてエコポイントがもらえる「なかのエコポイント（環境商品コース）」

について

「エコマークアワード 2014」受賞団体・商品

金　　賞 シチズン時計株式会社　時計で初めてエコマーク取得！ シチズン エコ・ドライブとその普及にむけた展開

銀　　賞

株式会社伊藤園　　　　茶殻リサイクルシステム ～茶殻を身近な畳にリサイクル～

株式会社初田製作所　　これまでも、 これからの消火器も、エコフレンドリー

　　　　　　　　　　　　　　 ～世界初 次世代型樹脂製消火器 CALM IE とエコマークの普及～

銅　　賞 株式会社ヨコタ東北　　エコマークの容器を通してできる環境・福祉・教育

特 別 賞 中野区　　　　

プロダクト・

オブ・ザ・イヤー
ホテルオークラ東京ベイ [認定番号：13 503 001] （株式会社ホテルオークラ東京ベイ）

エコマークでは、今年度のエコマークアワードの表彰式と、消費者、事業者等ステークホルダーが集うコミ

ュニケーションの場である「エコマークフォーラム」を開催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしてお

ります。

◆ 日　時：2015年 3 月5 日（木） 表彰式 　10 : 45～11 : 30

　　　　　　　　　　　　　　　　 フォーラム 13 : 30～16 : 30（13 : 00 開場）

◆ 場　所：東京ウィメンズプラザ・ホール（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

◆ 参加費：無料（定員 200名、先着順）

〈エコマークフォーラム プログラム〉

・エコマークアワード 2014受賞団体による受賞事例紹介

・パネルディスカッション：テーマ「マルチステークホルダーの協働でつくる環境配慮型社会」（仮）

・エコマーク年次活動報告

◆ 参加申し込み方法：氏名、所属先（会社・団体・学校名等）、部署、電話番号、Ｅメールアドレスを明記の上、

Eメール、FAX または電話にてお申し込みください。ウェブサイトからも申し込みができます。

Eメール：forum@ecomark. jp　 FAX : 03-5643-6257   電話 : 03-5643-6255

＊詳細は、エコマーク事務局のウェブサイト（http://www.ecomark. jp/ i nfo/forum/2014.html）をご覧く

ださい。
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の改定

　 以下の認定基準の部分的な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます。 ［改定日 ２０１４ 年 １２ 月 １ 日］ （Ｖｅｒｓｉｏｎ

の Ｎｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定のポイ ン ト

１２０ 紙製の印刷物 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.６ 関係する商品類型およびグ リーン購入法 との整合

１３１ 土木製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１６ 分類 F～舗装 ・ 道路用材～ への リ サイ クル品の追加

委員会報告

運営委員会 （第 ３３回）

　 第 ３３ 回運営委員会が ２０１４ 年 １０ 月 ３ 日に開催され

ま し た。

◆議事内容および資料等詳細は、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｓｔｅｅｒｉｎｇ_ｄａｔａ/） を

ご覧 く ださい。

新 認定商品のご紹介

エコマーク認定の太陽熱利用システムが登場

　 太陽熱利用システムは、 他の再生可能エネルギー機

器に比べエネルギー変換効率や費用対効果が非常に高

く 、 家庭から の ＣＯ２ 排出量の約３割を占める給湯 ・ 暖

房利用時における排出削減に貢献し、 地球温暖化の抑

制につなが り ます。

　 エコマーク では、 太陽熱利用システムの基本性能に

加え、 太陽熱を有効に利用でき る機能、 施工品質や維

持管理体制などの長期使用、 有害物質の低減など、 総

合的な環境性能を評価し た商品類型 Ｎｏ.１５４ 「太陽熱

利用システム Ｖｅｒｓｉｏｎ１」 の認定基準を ２０１３ 年 １０ 月

に制定し、 こ のほど株式会社ノー リ ツが本基準で初め

て と な るエコマーク認定を取得し ま し た。

　 認定を取得し たシ ステムは、 太陽熱利

用ガスふろ給湯暖房システム 「ＸＦシ リ ー

ズ」、 太陽熱利用ガ スふろ給湯シ ス テ ム

「ＶＦ シ リ ーズ」 の ２ 製品で、 太陽エネル

ギーで沸か し たお湯 と 補助熱源機のエ コ

ジ ョ ーズで家中の給湯・おふろ沸かし ・温

水暖房 （ＶＦ シ リーズは給湯 ・ おふろ沸か

し） を行います。 本システムによ り 、 ＸＦ

シ リ ーズ （集熱面積 ４ｍ２） では約 ４０ ％、

ＶＦ シ リ ーズ （集熱面積 ６ｍ２） では約 ６０

％の ＣＯ２ 削減効果が期待されます （４ 人

家族、 ＬＰ ガス と の比較時）。

基準審議委員会 （第 １５ 回）

　 第 １５ 回基準審議委員会が ２０１４ 年 １１ 月 ７ 日に開催

されま し た。

◆審議事項および資料等詳細は、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏ

ｍａｒｋ.ｊｐ/ｏｆｆｉｃｅ/ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ/ｄｅｌｉｂｅｒａｔｉｏｎ_ｄａｔａ/）

をご覧 く ださい。

太陽熱利用ガスふろ給湯暖房システム

ＸＦ シリーズ （認定番 14 154 001）

太陽熱利用ガスふろ給湯システム

ＶＦ シリーズ （認定番号 14 154 002）
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トピックス

ＧＥＮ 年次総会に出席しました

２０１４年９月２３日～２６日に中国・北京で開催された

世界エコ ラベ リ ング ・ ネ ッ ト ワーク （Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｃｏｌａ-

ｂｅｌｌｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、 以下ＧＥＮ） の役員会および年次総

会に出席し ま した。 エコマークが務めている ＧＥＮ総務

事務局の任期の延長やブラジルの Ｆａｌｃａｏ Ｂａｕｅｒ Ｅｃｏ-

ｌａｂｅｌ　Ｂｒａｓｉｌ とベ ト ナムの Ｖｉｅｔｎａｍ　Ｇｒｅｅｎ　Ｌａｂｅｌ の

準会員と し ての加盟が承認されま し た。併せて、 ＧＥＮ

設立２０周年および中国環境ラベル２０周年記念式典が

行われま し た。

日中韓環境産業円卓会議に出席しました

２０１４年１１月２０日、 ２１日、 第１４回日中韓環境産業

円卓会議が香川県高松市で開催されま し た。 ３ カ国の

環境産業の交流を目的 と し た本会議の第 ３ セ ッ シ ョ ン

「環境ラベル」 にエコマーク事務局が出席し、日中韓の

環境ラベル間の相互認証の進捗を報告し ま し た。 本会

議中、 日中韓相互認証における 「テレ ビ」 の共通基準

の合意書の締結を行いま し た。

スキャナのエコマーク認定商品が誕生しました

　 エ コ マーク では、 従来の Ｎｏ.１１７ 「複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ

２」、 Ｎｏ.１２２ 「プ リ ン タ Ｖｅｒｓｉｏｎ２」 認定基準の全面的

な見直し を実施し、 ２０１４ 年 ５ 月に Ｎｏ.１５５ 「複写機 ・

プ リ ン タ などの画像機器」 新基準を制定し ま し た。 ス

キャナは新基準において初めて認定対象 とな り、２０１４

年 １２ 月に最初のエ コ マーク 認定 と な る ２ 商品が誕生

し ま し た。

　 認定されたス キ ャナは、 いずれも最も一般

的なフ ラ ッ ト ベッ ド タ イ プ （原稿をガ ラ ス台

に固定し、 下から光を当てて画像を読み取る

タ イ プ） で、 認定の要件であ る再生プ ラ スチ

ッ ク の使用、 軽量化や リ サ イ ク ルし易い製品

設計、 省エネ性能、 有害物質 （欧州の ＲｏＨＳ

指令や発がん性物質等の規制に も対応） に関

する基準に適合する と と も に、 使用時に機器

から発生する音も抑え られています。 省エネ

の国際基準であ る国際エネルギース タープロ グ ラ ム、

な らびにグ リ ーン購入法の特定調達品目の判断の基準

にも適合し た、 先進の環境配慮型製品です。

　 今後、 こ の分野でのエコマーク認定商品がさ ら に増

えて く る こ と が期待されます。 皆様も スキ ャナを購入

される際には、 エコマーク を目印に購入し てみてはい

かがでし ょ う か。

商 　 　 品

(写 真）

商 品 名
ＥＰＳＯＮ　フラ ッ ト ベッ ド

スキャナー　ＧＴ-Ｓ６５０

ＦＵＪＩＴＳＵ Ｉｍａｇｅ Ｓｃａｎｎｅｒ　

ｆｉ-６５Ｆ

会 社 名 エプソン販売株式会社 株式会社 ＰＦＵ

認定番号 １４ １５５ ０３８ １４ １５５ ０３９

海外環境ラベルと相互認証協定を締結し ま し た

２０１４ 年 ９ 月、 タ イグ リーンラベルを運営する タ イ環

境研究所 と相互認証の認証手順や運用方法等の実務に

ついて定めた認証手順の規則を締結し ま し た。 同時に

「プ リ ン タ」 および 「複写機」 分野における共通基準項

目が合意され、 両基準において相互認証の運用が正式

に開始されま し た。

　 ま た、北米 ＥＣＯＬＯＧＯ を 運営す る ＵＬ Ｅｎｖｉｒｏｎ-

ｍｅｎｔ, Ｉｎｃ. および ド イツ ブルーエンジェルを運営する

ド イ ツ連邦環境・自然保護・原子力安全省、 ド イツ連邦

環境庁、 ド イ ツ品質保証 ・ 表示協会 と 、 それぞれ相互

認証協定を締結し ま し た。 今回、 両プロ グ ラ ム と の相

互認証の基本的な枠組みが整備され、 今後は相互認証

の本格実施に向けて、 「複写機」 「プ リ ン タ」 などの分

野におけ る共通基準項目の合意を目指し、協議を継続

していきます。
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エコマークは (公財)日本環境協会の登録商標です。

各地の環境イベン ト に出展しました

エコマーク は、各地で開催された下記の環境イベン ト に出展し ま し た。

・ ２０１４ 年 ９ 月 ２３ 日　 「エコ メ ッセ ２０１４ ｉｎ ちば」 ： 幕張 メ ッセ （千葉県）

・ ２０１４ 年 ９ 月 ２７ 日、 ２８ 日　 「ひめじ環境フェステ ィバル ２０１４」 ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大手前公園 （兵庫県）

・ ２０１４ 年 １０ 月 ５ 日　 「水戸市環境フェ スタ ２０１４」 ： 偕楽園 （茨城県）

セ ミナーを開催しました

２０１４年１１月１２日に 「 ド イ ツ・欧州の環境規制動向

セ ミ ナー ２０１４」 を開催し ま し た。 ド イ ツ在住の環境

規制コンサルタン ト  望月浩二氏よ り、 ド イツの環境ラ

ベル、 ブルーエンジェルに関する情報やド イ ツをはじ

め欧州 （ＥＵ） の環境規制など、 欧州直送の話題を紹介

いただき ま し た。 本セ ミ ナーは毎年開催し ている もの

で、 本年も秋頃に開催を予定し ています。

「エコプロダクツ ２０１４」 に出展しました

２０１４年１２月１１日～１３日に東京ビ ッ グサイ ト にて

開催された 「エコプロ ダ ク ツ ２０１４」 に出展し ま し た。

エコマーク が認定基準策定時に考慮する ４ つの重点項

目ご と のテーマ展示を中心に、 過去 ４ 回行われたエコ

マーク アワード の受賞団体・商品、 ２５周年を迎えたエ

コマーク のあゆみなど をパネルで紹介し ま し た。 ブー

スの一画に設けた相談コーナーには多 く の方々が来ら

れ、 認定取得の相談や認定基準に関する問い合わせに

お答え し ま し た。

　 ま た、 イベン ト 初日の １１ 日には、 エ コプロ ダ ク ツ

２０１４ 併催シンポジ ウ ム 「ＡＳＥＡＮ 地域におけ る持続

可能な消費と生産に向けたグ リ ーン公共調達と環境ラ

ベル」 を開催し ま した。国連環境計画 （ＵＮＥＰ） および

ＡＳＥＡＮ地域よ り 専門家を招き、 各国のグ リ ーン公共

調達 と それに密接に関係する タ イプＩ （ＩＳＯ１４０２４） 環

境ラベルについて、 解説とデ ィ スカ ッ シ ョ ンを行いま

し た。

　 エコマーク

展示ブースお

よびシンポジ

ウ ムにお越し

いただき あ り

が と う ござい

ま し た。

「東海三県一市グリーン購入キャンペーン」 に参加、出展しました

２０１４年１０月１５日から １１月１４日の１カ月間、 愛知

県、 岐阜県、 三重県、 名古屋市において 「東海三県一

市グ リ ーン購入キ ャ ンペーン」 が実施されま し た。 本

キャンペーンはグ リーン購入の普及と定着を目的と し、

今年度は ＥＳＤ ユネ ス コ世界会議の開催に合わせて行

われま し た。 実行委員と し て参加し ているエコマーク

事務局は、 期間中キ ャ ンペーン イベン ト に出展し、 エ

コマーク認定商品の展示を行いま し た。

「エコプロダクツ ２０１４」 のエコマーク展示ブース

「エコ メ ッセ ２０１４ in ちば」 出展の様子


